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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の脳内に刺激電流を誘導するための導線部を有する治療用磁気コイルユニットであ
って、
　前記導線部を嵌め込むことにより当該導線部が所定の形状となるように形成された構造
部を有するコイルケースを備えたことを特徴とする、治療用磁気コイルユニット。
【請求項２】
　前記コイルケースは、前記所定の形状に形成された導線部であるコイル本体により分割
される分割構造を有することを特徴とする、請求項１に記載の治療用磁気コイルユニット
。
【請求項３】
　前記構造部は、溝部であることを特徴とする、請求項２に記載の治療用磁気コイルユニ
ット。
【請求項４】
　前記構造部は、前記導線部を、渦巻導線部に形成することを特徴とする、請求項１から
３の何れか一に記載の治療用磁気コイルユニット。
【請求項５】
　前記構造部は、２個の前記渦巻導線部を形成し、それぞれの前記渦巻導線部は、一方の
渦巻導線部の巻線の渦中心が他方の渦巻導線部の巻線の渦中心へ近付く方向に偏心させて
構成されていることを特徴とする、請求項４に記載の治療用磁気コイルユニット。
【請求項６】
　前記１組の渦巻導線部について、一方の渦巻導線部の一部が他方の渦巻導線部の一部と
互いに略並行をなして重なり合うように形成されている、ことを特徴とする請求項４また
は５に記載の治療用磁気コイルユニット。
【請求項７】
　前記１組の渦巻導線部について、一方の渦巻導線部の外周部が他方の渦巻導線部の巻線
の渦中心あるいはその付近に至るまで重なり合っている、ことを特徴とする請求項６に記
載の治療用磁気コイルユニット。
【請求項８】
　前記１組の渦巻導線部が、所定の角度を挟んで山形をなすように傾斜している、ことを
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特徴とする請求項５から７の何れか一に記載の治療用磁気コイルユニット。
【請求項９】
　前記導線部は、断面形状が四角形である導線によって巻き上げられていることを特徴と
する、請求項１から８の何れか一に記載の治療用磁気コイルユニット。
【請求項１０】
　前記導線部は、複数の金属線を寄り合わせて構成した導線を用いて巻き上げられている
ことを特徴とする、請求項１から９の何れか一に記載の治療用磁気コイルユニット。
【請求項１１】
　前記導線部は、患者頭部の表面形状に沿うよう曲面を形成してなることを特徴とする、
請求項1から１０の何れか一に記載の治療用磁気コイルユニット。
【請求項１２】
　前記曲面は、球面の一部で形成されたことを特徴とする、請求項１１に記載の治療用磁
気コイルユニット。
【請求項１３】
　複数の渦巻導線部で構成された、磁界を生成する磁気コイルであって、
少なくとも１組の渦巻導線部について、一方の渦巻導線部の巻線の渦中心が他方の渦巻導
線部の巻線の渦中心へ近付く方向に偏心させて構成され、且つ、一方の渦巻導線部の一部
が他方の渦巻導線部の一部と互いに略並行をなして重なり合っている、ことを特徴とする
磁気コイル。
【請求項１４】
　前記１組の渦巻導線部について、一方の渦巻導線部の外周部が他方の渦巻導線部の巻線
の渦中心あるいはその付近に至るまで重なり合っている、ことを特徴とする請求項１３に
記載の磁気コイル。
【請求項１５】
　前記１組の渦巻導線部が、所定の角度を挟んで山形をなすように傾斜している、ことを
特徴とする請求項１３または１４に記載の磁気コイル。
【請求項１６】
　第１の渦巻導線部と第２の渦巻導線部を備えた磁気コイルであって、
　前記第１の渦巻導線部と前記第２の渦巻導線部はそれぞれ、外形中心に対して渦中心が
偏心した状態で導線を巻いて構成されており、
　前記第１の渦巻導線部と前記第２の渦巻導線部は、前記第１の渦巻導線部と前記第２の
渦巻導線部の一部が重なり、かつ、前記第１の渦巻導線部の渦中心と前記第２の渦巻導線
部の渦中心を前記第１の渦巻導線部の外形中心と前記第２の渦巻導線部の外形中心との間
に位置させて、並列に配置されている、ことを特徴とする磁気コイル。
【請求項１７】
　前記第１の渦巻導線部の外形中心と前記第２の渦巻導線部の外形中心を結ぶ中心線上に
前記第１の渦巻導線部の渦中心と前記第２の渦巻導線部の渦中心が位置している、ことを
特徴とする請求項１６の磁気コイル。
【請求項１８】
　請求項１から１２の何れか一に記載の治療用磁気コイルユニット、または、請求項１３
から１７の何れか一に記載の磁気コイルを備えたことを特徴とする、経頭蓋磁気刺激装置
。
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